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市
民
の
意
識
と
暮
ら
し

９
割
の
市
民
が

「
心
配
ご
と
」
を
抱
え
て
い
る

　
超
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
の
本
格
的
な

到
来
の
予
兆
を
感
じ
る
現
在
、
雇
用
・
経
済
環
境
の
変

化
や
世
帯
の
小
規
模
化
な
ど
、
横
浜
市
民
の
生
活
環

境
も
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
る
。
ま
た
、
１
１
（
平
成
2
3
）

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
市
民
の
生

活
や
意
識
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
に
お
け
る
「
心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る
こ
と
」
へ
の
回
答
を
見
る
と
、
「
な
い
」
と
答
え
る

割
合
は
8
5
（
昭
和
6
0
）
年
度
調
査
で
は
5
3
・
６
％
と
過
去

最
高
と
な
り
、
そ
の
後
も
3
5
～
5
0
％
の
間
に
あ
っ
た
。
し

か
し
9
7
（
平
成
９
）
年
度
以
降
か
ら
減
少
し
始
め
、
1
2

（
平
成
2
4
）
年
度
に
は
１
割
に
ま
で
激
減
し
た
。
こ
の

間
、
市
民
生
活
に
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
［
図
１
］

拡
大
す
る
生
活
不
安

　
1
2
（
平
成
２
４
）
年
度
の
心
配
ご
と
の
中
身
は
「
自
分

の
病
気
や
老
後
の
こ
と
」
（
3
9
・
７
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
家
族
の
健
康
や
生
活
上
の
問
題
」
（
3
6
・

６
％
）
、
「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
（
3
0
・
６
％
）
と
続
い

て
い
る
。
こ
の
３
つ
の
項
目
は
、
過
去
1
0
年
の
問
、
常
に

心配ごとや困っていること・主な社会のうごき

１

004
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上
位
３
項
目
に
位
置
し
て
い
る
。
一
方
、
４
番
目
に
多
か
っ

た
「
事
故
や
災
害
の
こ
と
」
（
2
0
・
７
％
）
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
１
１
（
平
成
2
3
）
年
調
査
で
、
前
年
度
６
・
３
％

か
ら
1
6
・
０
％
に
大
き
く
増
加
し
、
1
2
（
平
成
2
4
）
年

度
で
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
関
心

や
心
配
ご
と
は
、
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
出
来

事
や
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
っ
て
い
る
。

　
　
7
7
（
昭
和
5
2
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
横
浜
市
民
意

識
調
査
に
お
け
る
心
配
ご
と
は
、
当
時
の
物
価
の
上

昇
を
受
け
「
イ
ン
フ
レ
・
物
価
高
」
（
注
２
）
が
最
も
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
8
0
年
代
前
半
に
か
け
て
減

少
し
、
代
わ
っ
て
最
大
の
心
配
ご
と
は
「
自
分
の
病
気

や
老
後
の
こ
と
」
と
な
る
。

　
そ
の
後
バ
ブ
ル
期
を
経
て
9
7
（
平
成
９
）
年
度
か
ら

「
自
分
の
病
気
や
老
後
の
こ
と
」
の
ほ
か
、
「
景
気
や
生

活
費
の
こ
と
」
と
い
っ
た
心
配
ご
と
が
増
加
し
始
め
た
。

こ
の
動
き
は
、
景
気
や
雇
用
情
勢
な
ど
が
大
き
く
変

化
し
、
就
職
氷
河
期
の
中
、
非
正
規
雇
用
が
増
加
し
て

い
く
時
期
と
重
な
る
。
以
降
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
住
む

場
所
す
ら
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
陥
る
こ

と
が
社
会
問
題
と
な
る
な
ど
、
経
済
状
況
が
大
き
く

好
転
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
市
民
の
「
景
気
や
生
活

費
」
へ
の
心
配
は
３
割
台
に
達
し
た
。

　
ま
た
、
「
失
業
・
倒
産
、
収
入
減
」
へ
の
心
配
も
バ
ブ
ル

期
の
9
0
（
平
成
２
）
年
に
は
わ
ず
か
１
％
で
あ
っ
た
が
、

0
0
年
代
に
入
っ
て
急
増
し
、
1
6
％
と
な
っ
た
。
そ
の
後

減
少
し
た
も
の
の
、
こ
こ
数
年
は
1
0
％
を
超
え
て
い
る
。

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

そ
れ
で
も
６
割
強
は

生
活
に
「
満
足
」

　
心
配
ご
と
を
抱
え
る
市
民
が
お
よ
そ
９
割
に
も
な

亘
方
で
、
自
分
の
生
活
に
満
足
感
を
感
じ
て
い
る
人

は
こ
こ
1
0
年
の
間
６
割
強
、
「
不
満
」
と
答
え
た
人
は
２

割
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
7
4
（
昭
和
4
9
）
年
か
ら
の

推
移
を
み
る
と
、
9
0
年
代
に
「
満
足
」
の
割
合
が
増
加
し

0
0
（
平
成
1
2
）
年
度
に
は
8
3
％
に
達
し
た
が
、
そ
の
後
数

年
の
う
ち
に
6
0
％
台
後
半
に
ま
で
減
少
し
た
。
「
不
満
」

は
そ
の
逆
に
0
0
（
平
成
1
2
）
年
度
に
過
去
最
低
の
７
・

４
％
に
ま
で
下
が
っ
た
後
、
２
割
弱
に
ま
で
上
昇
し
た
。

類
似
の
質
問
を
し
て
い
る
全
国
調
査
と
比
較
し
て
み

る
と
、
横
浜
市
の
「
満
足
」
は
8
7
（
昭
和
6
2
）
年
度
を
除

い
て
常
に
全
国
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
1
2
（
平
成
1
2
）
年

度
に
2
5
年
ぶ
り
に
全
国
を
下
回
っ
て
い
る
。
【
図
２
】

　
そ
れ
で
は
、
一
体
何
か
生
活
の
満
足
感
を
左
右
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
1
2
（
平
成
2
4
）
年
度
調
査
の
結

果
か
ら
満
足
層
と
不
満
層
別
に
「
心
配
ご
と
」
を
み
る
と

【
図
３
】
、
不
満
層
で
は
、
「
自
分
の
病
気
や
老
後
」
「
景
気

や
生
活
費
」
が
５
割
弱
で
満
足
層
と
比
べ
て
も
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
「
景
気
や
生
活
費
」
は
2
3
ポ
イ
ン
ト

近
く
も
高
い
。
ま
た
、
「
家
族
の
健
康
や
生
活
上
の
問
題
」

「
失
業
・
倒
産
や
収
入
が
減
る
こ
と
≒
仕
事
や
職
場
の

こ
と
」
「
住
宅
の
こ
と
」
に
つ
い
て
も
、
満
足
層
を
か
な
り

上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
暮
ら
し
に
直
接

影
響
す
る
よ
う
な
生
活
の
基
盤
と
な
る
要
素
が
、
生
活

の
満
足
感
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

生活満足感
生活満足・不満足別心配ごと

図3
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こ
の
四
半
世
紀
は
、
バ
ブ
ル
期
～
バ
ブ
ル
崩
壊
に
始
ま

り
、
デ
フ
レ
や
雇
用
の
不
安
定
化
な
ど
経
済
・
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
に
、
市
民
の
価
値
観

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
変
化
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

Ｃ
技
術
の
発
展
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の

普
及
は
、
時
間
の
過
ご
し
方
や
人
と
の
つ
な
が
り
や
地

域
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
に
わ
た
る
意
識
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　
で
は
、
ま
ず
自
分
が
生
活
す
る
地
域
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
隣
近
所
と
の
つ
き
合
い
方
は
、
こ
の
3
5
年
あ
ま
り
の
あ

い
た
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
「
顔
も
よ
く
知
ら
な
い
」
は

過
去
と
比
べ
増
加
し
、
１
割
前
後
と
な
っ
た
。
一
方
、
「
一

緒
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
気
の
あ
っ
た
人
と
親
し
く

し
て
い
る
」
、
「
困
っ
た
と
き
、
相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た

り
す
る
」
と
い
っ
た
比
較
的
親
密
な
つ
き
合
い
方
を
し

て
い
る
ひ
と
は
、
1
1
（
平
成
2
3
）
年
度
調
査
で
は
東
日
本

大
震
災
の
影
響
が
あ
っ
て
か
増
加
し
た
も
の
の
、
概
ね

減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
［
図
４
］

　
そ
の
よ
う
な
つ
き
合
い
方
に
つ
い
て
は
、
「
互
い
に
干
渉

し
あ
わ
ず
、
さ
ば
さ
ば
し
て
い
て
暮
ら
し
や
す
い
」
と
感
じ

て
い
る
人
が
６
割
以
上
で
あ
り
、
「
人
間
関
係
が
薄
く
、

皆
が
ば
ら
ば
ら
な
感
じ
で
さ
び
し
い
」
と
す
る
人
は
２
割

以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
親
密
な
人
間
関
係
が

あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
い
」
は
１
割
半
ば
で
あ
っ
た
。
地
域

と
の
関
係
は
「
薄
い
」
と
感
じ
て
い
る
人
が
８
割
を
超
え
て

い
る
が
、
同
時
に
、
人
間
関
係
の
濃
淡
に
か
か
わ
ら
ず
、
８

割
が
隣
近
所
と
の
つ
き
合
い
方
に
は
満
足
し
て
い
る
の
だ
。

［
図
５
］

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
う

手
助
け
や
サ
ー
ビ
ス
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
介
護
や
看
病
」
、

「
買
い
物
の
手
伝
い
・
配
達
」
、
「
子
供
や
高
齢
者
な
ど
の

見
守
り
」
「
通
院
の
付
添
・
送
迎
」
な
ど
の
項
目
が
上
位

に
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
や
っ
て

み
た
い
・
や
っ
て
も
よ
い
と
思
う
か
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ
た
「
介
護
や
看
病
」
は
最

も
少
な
く
、
「
買
い
物
の
手
伝
い
・
配
達
」
「
高
齢
者
な
ど

の
話
し
相
手
」
「
道
路
や
公
園
の
掃
除
」
が
多
か
っ
た
。

　
一
方
、
「
特
に
な
し
」
と
答
え
た
の
は
2
4
％
で
、
お
よ
そ

４
人
に
３
人
は
何
ら
か
の
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

な
る
意
向
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
年
齢
別
に
み
て
も
、

男
性
の
6
0
代
、
7
0
代
、
女
性
6
0
代
で
お
よ
そ
７
割
が

や
っ
て
み
た
い
・
や
っ
て
も
よ
い
と
答
え
て
い
る
。

時
間
の
過
ご
し
方

　
1
2
（
平
成
２
４
）
年
度
の
横
浜
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
、

普
段
自
由
に
過
ご
せ
る
時
間
が
あ
る
か
と
の
問
い
に

「
十
分
に
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
お
よ
そ
3
7
％
、
「
多
少
は

あ
る
」
を
含
め
れ
ば
8
4
％
が
自
由
に
な
る
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
。
１
日
の
時
間
の
過
ご
し
方
を
社
会
生
活
基

本
調
査
か
ら
活
動
内
容
別
に
み
て
み
る
と
、
テ
レ
ビ
鑑

賞
や
趣
味
・
交
際
な
ど
自
由
に
過
ご
す
時
間
（
３
次
活

動
）
は
、
平
均
６
時
間
2
5
分
あ
ま
り
で
、
8
4
（
昭
和
6
1
）

年
と
比
べ
2
8
分
増
加
し
て
い
る
。
睡
眠
や
食
事
な
ど
の

１
次
活
動
も
1
8
分
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
が
、
通
勤
や
仕

事
、
家
事
、
育
児
な
ど
の
２
次
活
動
は
減
少
し
た
。

隣近所とのつき合い方
隣近所との
付き合いの感じ方
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主
な
活
動
別
に
み
る
と
、
仕
事
や
通
勤
、
家
事
は
時

間
が
短
く
な
っ
て
い
る
が
、
身
の
回
り
の
用
事
や
休
養
、

趣
味
に
か
け
る
時
間
は
長
く
な
っ
た
。
［
図
７
］
ま
た
、

子
育
て
層
が
多
く
含
ま
れ
る
2
5
～
4
4
歳
を
男
女
別

に
見
て
み
る
と
、
通
勤
、
仕
事
そ
し
て
家
事
、
育
児
に

お
い
て
、
は
っ
き
り
と
男
女
の
差
が
み
て
と
れ
る
。
6
5
歳

以
上
で
は
男
女
と
も
２
次
活
動
が
大
幅
に
減
り
、
食

事
や
テ
レ
ビ
鑑
賞
、
休
養
な
ど
の
時
間
は
増
え
て
い
る

が
、
こ
の
層
で
も
家
事
に
お
け
る
男
女
の
差
は
大
き

い
。
自
由
時
間
を
過
ご
す
場
所
に
関
し
て
は
、
後
に
も
触

れ
る
よ
う
に
、
お
よ
そ
２
割
が
地
域
で
過
ご
す
と
答
え
て

い
る
。
ま
た
、
日
常
的
な
行
為
を
行
う
場
所
、
例
え
ば
、

食
料
品
な
ど
の
買
い
物
を
す
る
場
所
は
６
割
の
人
が

活動内容別総平均時間(週全体)の変化
図7

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

1
0
分
程
度
以
内
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
か
か
り
つ
け
の
病

院
や
散
歩
な
ど
も
1
0
分
圏
内
で
あ
る
人
が
４
割
を
超
え

る
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
少
な
か
ら
ず
地
域
と
の
接
点
が

持
た
れ
て
い
る
。
な
お
、
衣
料
品
を
買
っ
た
り
食
事
を

し
た
り
す
る
場
合
は
、
よ
り
行
動
圏
が
広
く
、
衣
料

品
の
購
入
は
1
0
分
圏
内
が
２
割
、
2
0
分
圏
、
3
0
分
圏
、
3
0

分
以
上
も
そ
れ
ぞ
れ
２
割
程
度
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
る
。
ま
た
、
飲
食
店
で
食
事
す
る
場
所
も
、
1
0
分
圏

内
は
３
割
弱
で
3
0
分
程
度
も
２
割
弱
で
あ
っ
た
。
［
図
６
］

年齢層別活動内容別総平均時間(週全体)

普段買い物などをする場所までの時間
図6
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